






要約:極低出生体重児や先天異常児などのハイリスク児は、新生児期に管理を受けた医療

機関における医療面のフォローアップだけでなく、 日常のかかりつけ小児科医での医療、

療育施設での訓練、保健婦の訪問指導、児童相談所など福祉のサポートといった多くの社

会資本との関わりが必要となる。現在、現場で実際に行われている地域でのそういった他

の分野との連携を当院の取り組みを中心にまとめ、この班研究の命題の一つである地域保

健医療福祉ネットワーク作りの基礎資料とする。その上で、  「ネットワークの核として

の総合周産期医療(新生児医療)センターの役割」、  「情報源としての新生児医療」、  「ど

こに・どういった形で・どういう内容の医療情報を提供することか最善であるか」などを

今後の検討課題として提起する。


